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テキストマイニング技術で市場を知る  

 

グローバル評判分析から有効なアクションを！ 

～ IBM Content Analytics (ICA) ～ 

╛ ̝
 

 ⃰ᾎ 
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•IBMにはテキストマイニング技術を駆使し、
コールセンターログやSNS分析をしてきた
経験と実績があります。 

 

•消費者の生の声を様々なテキストから分析
しビジネスに活かした事例や実際の技術や
方法についてご紹介します。  
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テキスト・データ 

• 文章で表現されているコンピューター・データ 

• コンピューターでこういったデータを処理するの
は難しい 

– 通常（構造化データ） 

• 項目ごとにデータがばらばらになっている 

– 今増えているデータ（非構造化データ） 

• 説明や名前 と 値が、ひとつのデータにくっついている 

• あるいは、データとして取り出せない 
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構造化データと非構造化データ 

• 佐藤さんは東京出身で
35才。斉藤くんは一番
若くて28才で、神奈川県

生まれ。高橋さんと私鈴
木は揃って埼玉から来
ました。彼は32才、私は
41才です。 

名前 出身 年齢 

佐藤 東京 35 

斉藤 神奈川 28 

高橋 埼玉 32 

鈴木 埼玉 41 

たとえばスプレッドシート たとえばブログやツイッター 

ソーシャル・ネットワーク分析では 

右のタイプのデータを分析しなくてはならない 
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ソーシャル・ネットワークを例に 
• 一般消費者にとって 

– ネットへの「不満のはけぐち」 

– 公共の場所での交信手段 

 

• 企業ユーザーにとって（エンタープライズ・ソーシャル） 

– 社内への問題提起・議論 

– 社員同士の意見交換手段 
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震災のとき、こんな書き込みがあったよ 

ボトルウォーターで 

赤ちゃんのミルク 

作っちゃだめよ！ 
国産の水は、 

軟水だから大丈夫 

水、電池が 

売ってないよー ここで買えたよー 

サーバー倒れた 

助けてーっ！ この人の住所、 

実在しないよ！ 

ウソじゃないの！ 

何千万メッセージもあって、 
傾向を掴むのは手作業じゃ無理 
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で、どうしたら・・・？ 

• ソーシャル・ネットワークのテキストをプログラ
ムで収集 

– mixi、ツイッター、facebook、その他・・・ 

• テキスト・マイニング技術を適用 

– 大量のテキストを、ソフトウェアで「読む」 

– 文章構成、係り受けなどを分析 

– 統計エンジンを使って可視化する 

個別に読んだだけでは気が付かない 
傾向や兆候を見つけ出すことができる 
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んなこと 

できるわけ 

ないじゃん！ 
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いや・・・ 

できるらしい 
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ᶮ˲   Jeopardy!   

Watson   IBM ы Ẏ  

幅広いカテゴリーより自然言語で出題される質問  質問を瞬時に理解し解答するスピード  

歴代出場者で 

最も好成績をおさめた

チャンピオン、 

ジェニングス氏(左）と 

ラター氏(右)、中央は 

Ｗａｔｓｏｎのアバター  
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IBM Content Analytics 概観 

ɓȡɶɩɇ 
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IBM Content Analytics の５つの分析機能 
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Content Analytics ̊ʤ ѝ ͑  
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カスタム辞書・同義語 

• マイニングに利用される単語の収集に使う単
語を定義可能 

 

• 同義語として複数語を定義可能 

 

 日本,にほん,ニッポン,Japan,ジャパン 

 新宿,しんじゅく,ジュク 

 パーソナルコンピューター,パソコン,PC 

 

CSVなどで用意してインポート 
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カスタム分析パターン 

• 変化するものを収集 

– 行った、行っちゃった、行きました、行ってきた、 

 

• 違う表現でも収集 

– XXXが売ってない、XXXが見つからない、XXXが買えない 

 

• 対象物を収集 

– XXXXが欲しい、XXXはいらない、XXXXが出たら買う 

– XXX色が好き、YYYY色は嫌い、ZZZZ色は悪くない 

XMLのパターンファイルと、正規表現で記述 
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LanguageWare 
Å増大するデジタルデータの80%近くが
非構造化データと予測されている 

 

Å自然言語テキストを処理するためのソ
フトウェア 

 

Åノンプログラミングで索引付けを調整 

ï人の名前 

ï住所 

ï製品名 

ï電子メールアドレス 

 

ÅIBM Content Analytics を購入すると、
インターネットからダウンロードして利用
可能 
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対応言語 

• マイニング 

– 11言語 

– 固有名抽出 

• 5カ国語 

– 評判分析 

• 日本語／英語 

– Nグラム解析 

• 日本語／中国語／韓国語 

• 単語レベル抽出 

– 19言語 

http://www.ibm.com/software/jp/data/search/language.html 
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分析例：買い占めが起きたもの 
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分析例：生産がとまってしまったもの 
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世界のSNSマップ 

http://blogs.itmedia.co.jp/saito/2010/06/snsfacebook13-1.html 

出典：VINCOSBLOG 



Copyright © IBM All Rights Reserved. 21 

グローバル・分析 

IBM Content Analytics では11言語に対応 

海外市場の消費者の声を分析できます。 
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ソーシャル・ネットワークで 
15万人が参加して議論 
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国別に見たアイデア入力数の時間的変化 
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国別に見た各フォーラムのアイデア投稿数 
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クロス・チャンネル分析 

コールセンターログ 

修理履歴 

ブログ 

ツイッター 

ネットニュース 
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クラウドでの分析 

これまでのテキスト分析環境 

価値の検討 システム計画 システム構築 分析開始 

クラウドでの分析環境 

価値の検討 
  計 

  画 
  分析 

半年 半年 半年 5年 

2週間 3日 1ヶ月 

  準 

  備 
 

クラウドなら 

短期間で準備可能 
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まとめ 

• ソーシャル・ネットワークはユーザー反響意見
の「坩堝（るつぼ）」 

• ITと言語解析技術で分析可能 

• IBM Content Analytics による分析 

– 辞書・パターンのカスタマイズ 

– 多言語に対応 

– クロスチャネルで分析可能 

• クラウドにより、手軽に、短期間で利用可能 
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ご清聴ありがとうございました 

• http://ibm.com/software/jp/data/search/text

mining.html 

• CMoffice@jp.ibm.com 

グローバル・風評分析ソリューション 

http://ibm.com/software/jp/info/post_disaster/analytics.html 

http://ibm.com/software/jp/data/search/textmining.html
http://ibm.com/software/jp/data/search/textmining.html
http://ibm.com/software/jp/info/post_disaster/analytics.html
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